
ネコ目イタチ科 石川県カテゴリーオコジョ 準絶滅危惧

準絶滅危惧国カテゴリー

本州の石川県以東の高山帯・亜高山帯に分布する。
国内分布

夏期には白山の亜高山帯以上の地域、冬期には白山市尾添、白峰の山地帯（標高600m付近）の雪上で

白化した個体が観察されている。
県内分布

本州の高山帯・亜高山帯に生息し、生息環境の改変により個体数が少ない。
選定理由

高山帯の岩れき地に生息する。ネズミ類、鳥類の卵雛などを捕食するほか、果実を食べる。地上に現

れることは少なく、地下の空間を利用して移動している。
生　　態

夏には、亜高山帯から高山帯が主な生息地であるが、積雪期には山地帯まで移動していると考えられ

る。
生息地の条件

県内の分布
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夏期には背面は褐色で腹面は白色。冬期には尾の先端部が黒いほか全身白色。成体では頭胴長140～

198mm、尾長48～67mm、体重100ｇ。
形　　態
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